
 

 

 

 

 
 

「凡事徹底」～この夏、素敵な習慣をみにつけよう～ 
校長 金 誠一郎 

 

一学期も終わりを迎えようとしています。四月、新しい学年や学級への期待と少しの不安を抱いてスタート

した学校生活でしたが、生徒たちは授業や学校行事、部活動、生徒会活動など、さまざまな場面で仲間と力を

合わせ、一歩一歩成長の階段を上っています。 

 

さて、現在アメリカ・カナダ・メキシコで開催されているサッカー・ワールドカップ 2026 は、開幕から一カ

月を経ていよいよ佳境を迎えています。「歴代最強」とも評され、「まだ見ぬ先」を目指した「サムライ・ブ

ルー（日本代表）」の激闘は、私たちに大きな感動をもたらしてくれました。目標としていた結果には届かな

かったかもしれませんが、最後まで懸命にゴールを目指して走り続ける選手たちの姿から、私たちは「チーム

のために全力を尽くす」という大切な姿勢を学ぶことができました。この経験が次の世代に繋がり、更に素晴

らしいチームへと成長していくのでしょう。 

 

その開幕前のメンバー発表の場で、森保一監督は現在の心境を尋ねられた際、「凡事徹底（ぼんじてって

い）」という言葉を口にされました。「特別な舞台だから特別なことをするのではない。これまで積み重ねて

きたことを、いつも通り徹底してやり抜くことが大切である」という趣旨のお話でした。 

世界最高峰の舞台に挑む人でさえ、最後に信じられるのは、華やかな作戦や一時的な努力ではなく、毎日の

丁寧な積み重ね、基本を大切にする姿勢です。「凡事徹底」とは、つまり「当たり前のことを当たり前に、そ

して徹底して続けること」に他なりません。 

時間を守ること、あいさつをすること、人の話をしっかりと聞くこと、整理整頓すること、提出物を期限ま

でに出すこと、家庭学習を毎日続けること、仲間を大切にすること…。これらは本校が大切にしている「あじ

みこし」の姿勢にも深くつながっています。一つ一つは決して特別なことではありません。しかし、それらを

積み重ねることによって、生徒たちは周囲から信頼され、自らを律する力を身に付け、やがて大きな目標にも

挑戦できるようになります。 

学校は知識や技能を教えるだけでなく、自分で考え、正しく判断し、望ましい行動を選び続ける力を育てる

場所です。その力は、一度教えられたからといって簡単に身に付くものではありません。毎日の生活の中で繰

り返される行動が「習慣」となり、やがて人格の一部となっていきます。学校での日々の活動が、「よい習慣

を育てる」きっかけになっていければ…と願っています。 

 

まもなく始まる夏休みは、子どもたちがその「習慣」を見つめ直す絶好の機会です。学校のような時間割が

ないからこそ、「毎朝決まった時間に起きる」「朝食後に三十分学習する」「スマートフォンから離れる時間

を決める」など、自分なりの生活リズムを築くことが求められます。小さなことでも構いません。一つのよい

習慣を四十日余り続けることができれば、それは二学期だけでなく、その先の人生を支える確かな財産になる

はずです。ぜひ、お子様が自ら決めたルールを温かく見守り、励ましてあげてください。 

また、夏休みは家庭や地域で多くの人と関わる機会があります。家族との時間を大切にし、地域の行事や自

然体験、読書など、学校では得られない学びにも積極的に挑戦してほしいと願っています。その一つ一つの経

験が、子どもたちの心を豊かにし、人としての成長を支えてくれることでしょう。 

 

森保監督が世界一への挑戦の前に掲げた「凡事徹底」という言葉は、私たちの毎日の生活にも通じる大切な考

えです。この夏、子どもたちが自分自身の「よい習慣」を一つでも育てられるよう、学校と家庭が手を取り

合って支えてまいりましょう。二学期の始業式に、一回り大きく成長した子どもたちの元気な笑顔に再会でき

ることを、心から楽しみにしています。 
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南が丘通信 

 教育目標 

    進んで学び深く考え、積極的に行動する人 

   思いやりの心を持ち、互いに協力する人 

   心身ともに健康で、創造力のある人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夏休み前後の予定 

 

７月１７日（金）１学期終業式  

    ※３校時終了後下校（10：50頃）  

７月２１日（火）夏季休業始 

    ※部活動の予定は各部の予定表をご確認ください 

７月２２日（水）～２４日（金） 

    イングリッシュキャンプ（１年：ベルデ武石） 

 

８月１０日（月）～１７日（月）学校休務日  

  

 

  

 

 

９月１日（火）２学期始業式（8:25開始） 

① 始業式・学活 

② ③夏休み明けテスト 

      ④  総合（避難訓練・引き取り訓練） 

 

◆夏休みの生活             
７月１８日（土）から４５日間の夏休みが始まります。各

地域・各団体でも様々な夏のイベントが予定されています。

子供だけの外出の際は、必ず「いつ・誰と・どこで・何時ま

で」などを親子でよく確認し、トラブルや事件に巻き込まれ

ないように充分にご注意ください。 

 特に、SNS（メール、ライン、インスタグラム等）や金銭

の取り扱いについては、中高生に限らず大人までがトラブル

に巻き込まれる事件が連日報道されています。携帯電話・ス

マホが原因の「誹謗・中傷」「個人情報の流失」「お金の貸

し借り」など、「マナー違反・ルール違反」については、ご

家庭でもぜひ話題にしていただき、心身とも健康で安全な 

充実した夏休みを過ごせるようにご指導下さい。 

◇９月５日（土）学校公開・学校説明会 
 夏休み明けの９月５日（土）に「学校公開」を行いま

す。また、同日午後２時より「令和９年度 新入生保護者」

を対象に本校の「学校説明会」を実施いたします。近隣小学

校の６年生には学校を通じてお知らせを配布致しました。お

知らせは学校のＨＰにも掲載してあります。 

◆ 校区別協議会     ～小中連携の取組み～ 
６月２９日（月）校区別協議会が開催され、学区の小学校の

先生方が授業参観された後、本校職員と「目指す１５歳の姿（学

力・体力・人間性や社会性の育成など連続した学び）」を見据えた指

導の工夫・ICT活用などについて、活発な意見・情報交換が行な

われました。小学校の先生方からは「授業に向かう真剣な姿勢

に子供達の成長を感じた」など多数のご感想を頂きました。     

◆ 挨拶運動 

 

 

 

 

 ７月１日（月）～３日（水）の３日間、本校生徒が南が丘小

学校・南田中小学校へ出向き、小学生の皆さんと一緒に朝の

「挨拶運動」を行いました。本校の伝統「あじみこし」の「あ」

（あいさつ）を、小中で連携して取り組むことができました。こ

れからも、地域にあいさつの環を広げていきたいと思います。 

★引き取り訓練 ご協力のお願い★ 

 ９月１日（火）は防災の日。夏休みは災害に対する備

えを確認する良いチャンスでもあります。いざという

時、どのような行動や連絡を取るかなど、ご家庭でも話

題にして、安全への備えをよろしくお願い致します。            

本校では、９月１日（火）４校時、避難訓練に引き続

き「引き取り訓練」を実施致します。詳細については 

別紙をご覧ください。 

□ 古いにしえの美に出会う旅  修学旅行  

 ３年生では秋の修学旅行に向け「事前学習レポー

ト」発表会が行われました。千年もの間受け継がれ

てきた奈良・京都の伝統文化は、今や世界から注目

され人気を博していますが、３年生の力作スライド

には、日本の文化を自分の耳目と足でつかみ取って 

こようと 

いう意欲

と              と期待が       

始まりました。旅への期待が  満ちてい              

ています           ます。 

                

あふれています 
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◇１学期の成果とまとめ「通知表」 

 終業式には生徒全員に通知表が手渡されます。 

今月実施の「三者面談」は、学校や家庭での様子や今後

へ向けた具体的な方策など貴重な話し合いの機会となりま

した。通知表と併せ、今後の子供たちの成長の機会として

生かしていきたいと思います。保護者の皆様には、ご多忙

の中、三者面談へのご協力を頂きありがとうございまし

た。 

学校休務日の期間は「機械警備」となり、教職員

は不在です。万が一の緊急連絡時は、学校携帯①

「080-7798-2260」へお願いします。 


